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３ はじめの言葉 

 
４ 言うは易く行うは難し 情報共有の実践            田原文夫 

日常のライン業務アプリケーションが一段落すると、必ずといって良いほど強調される

のが蓄積されたデータ／情報の共有と、分析加工した情報活用論である。人による情報活

用論とも言える。そこではまず、同じデータ／情報を共有することの重要性が説かれ、そ

のリアクションが求められる。果たして、ライン業務でのリアクションと同じように、同

一反応を期待してのことか。難しいところである 
 

 

１０ 情報社会を考える その５5 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

 人間の問いかけに応えてくれるロボット犬が注目された（ことがある）。今も注目され

ていると言うべきかも知れない。そのロボットペットが、飼い主（所有者）である老世代

の人々よりも先に生涯を終え、飼い主をして「ペットロス症候群」に至らしめているとい

う。まさに、愚の骨頂である。老犬、老猫の里親捜しが話題になり、老世代の高齢者によ

って引き取られている話がよく聞かれた。テレビの他、マスコミ紙誌においても大きく取

り扱われていたことがある。何故、老世代に老犬／老猫かというと、寿命の長い若い犬や

猫だと、飼い主である高齢者が最後まで見届けられない可能性が高いからというのが、そ

の理由だ。なるほど、納得である。 
 

 

１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 50        水田 浩 

オープンガバメント OG 16  工業化社会をデジタル化する 
1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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１８ 連載 アーキテクチャ論 （48） 

フィーチャ分析法                  山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

フィーチャモデリングは、代表的なソフトウェアプロダクトライン技法のためのドメイ

ン分析技法である。ソフトウェアプロダクトラインでは、ドメイン分析に基づいて設計さ

れた参照アーキテクチャを前提とするコンポーネントを再利用することによって、類似ア

プリケーションを大系的に開発できる。本稿では、プロダクトラインの概要、従来のソフ

トウェア再利用とプロダクトラインの違い、ソフトウェアプロダクトラインの開発サイク

ル、変性モデリング、FODA（Feature Oriented Domain Analysis）を起源とするフィー

チャモデルの発展動向、ドメインアーキテクチャモデリングの課題などを紹介しよう。 
 
 

２８ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その３  Dr.ベスト 

 「情報と人材」をテーマにマルチ人間的に生きた 

                   あるサラリーマンの半生 

マルチ人間、スーパー人間と呼ばれてもいいほど、高度成長時代からバブル崩壊、そし

て今日に至るまで 4 回の定年退職（1 回目：企業の早期退職制度に基づく退職（52 才）、2
回目:同企業の関連会社における定年退職（60 才）、3 回目:某大学における定年退職（65
才）、4 回目:別の大学における定年退職（70 才））を経験しながらも「情報と人材」をテー

マに働き続けてきた男がいる。その男の生き方は人口減少／少子高齢化時代への挑戦に何

らかのヒントを与えることができるのではないかと思われる。その半生を「履歴書」的に

紹介させていただきたい（編集部）。 

 
 

３４ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第６５回 スマホによる自撮り革命を推進させる自撮り棒  根本忠明 

カメラの歴史に、「自撮り（Selfie）」という革命が進行している。カメラによる撮影は、

「他人撮り」の歴史であった。これに革命をもたらしたのが、スマホによる自撮りである

（第 59 回を参照）。2013 年にはオックスフォード英語辞典の「今年の言葉」にも選出さ

れた。そして、タイム誌は「2014 年の発明品ベスト 25」に自撮り棒（Selfie stick）を選

出した。「自撮り棒による撮影」が、世界中で日常的な光景になりつつある。今回は、自

撮り棒の迅速かつ意外な普及過程に焦点をあて、報告することにしたい。 
 

 

３６ 続インテリジェンスへのいざない 63 

エネルギーが必要とされる意思決定力確保の道         今井 武 

意思決定者が不在の時代だという指摘がある昨今である。競争社会だと言われながら、

ひたすら競合他社との横並び方針しか出さない経営トップなど言語同断。本来の姿ではな

い。もちろん、外部から経営トップをスカウトしてくるなど、論外もトドメを刺す。 
 

３９ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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